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2016/11/22 福島県沖の地震(MJ7.4) 概要 2016 11 24年 月 日速報 小堀鐸二研究所 1

概要：
（気象庁より)
地震発生時刻：2016-11-22 05:59頃（速報値）
震源緯度経度：東経 141.6°, 北緯 37.3°（速報値）
震源深さ：25km（暫定値）
気象庁マグニチュード：7.4（暫定値）
発信機構：北西－南東方向に張力軸を持つ正断層型（速報）

震度５弱：白河市新白河 白河市東 須賀川市岩瀬支所
国見町藤田 鏡石町不時沼 天栄村下松本
泉崎村泉崎 中島村滑津 浅川町浅川
いわき市小名浜 いわき市錦町 いわき市平梅本
福島広野町下北迫大谷地原 楢葉町北田
双葉町両竹 浪江町幾世橋 南相馬市鹿島区西町

震度分布

震源メカニズム（F-net）

東北地方太平洋沖地震の余震（気象庁）

長周期地震動階級

最大加速度-最大速度-震度Ｉの関係（K-NET,KiK-net地表）

K-NET葛尾(FKS006)
計測震度4.8

K-NET広野(FKS010)
計測震度4.6

KiK-netいわき東
(FKSH14)

K-NET葛尾(FKS006)

K-NET広野(FKS010)

観測記録（地表）
司・翠川(1999)
－平均，…平均±１σ

■観測記録（地表）
司･翠川(1999)にならい

記録を処理
・距離は点震源(気象庁)からの

震源距離X
■距離減衰式［司･翠川(1999)］
・モーメントマグニチュード6.9
・震源深さ25km

（以上は気象庁より）
・距離は等価震源距離

・断層タイプは仮にプレート間地震を適用

距離減衰特性

気象庁http://www.jma.go.jp/jma/press/1611/22a/201611220800.html



2016/11/22 福島県沖の地震(MJ7.4) 震度分布 2016 11 24年 月 日速報 小堀鐸二研究所 2

震源近傍の震度分布

震度分布（広域）



2016/11/22 福島県沖の地震(MJ7.4) 過去の震央・深さ分布との比較 2016 11 24年 月 日速報 小堀鐸二研究所 3

2011/3/11～2016/3/31
MJ≧4.5
震源深さ≦100km

今回の地震

今回の地震

2006/1/1～2011/3/11
MJ≧4.5
震源深さ≦100km

今回の地震は、太平洋プレートの上面深度より浅い、陸のプレートの地殻内で発生した地震である。
このような地震は、2011年東北地方太平洋沖地震以降に活発化した発生様式である。

2011年東北地方太平洋沖地震以前2011年東北地方太平洋沖地震以降

メカニズム解と深さはF-netによる



2016/11/22 福島県沖の地震(MJ7.4) 1938年塩屋崎沖地震との比較 2016 11 24年 月 日速報 小堀鐸二研究所 4

 この地域では、1938年の約半年間にM7クラスの
地震が5回発生した。

 このうち、5/23～11/5の3地震(Ev.1～3)はプレート
境界地震、11/6～11/7の2地震(Ev.4～5)は今回と

同様にプレート境界ではない地震と考えられてい
る。

 今回の地震はEv.4と同じMJであり、震源も若干西
側であるものの近い位置にある。

 今回の地震とEv.4の震度分布は、互いに似ている。
（震度4の範囲など）

1938年塩屋崎沖地震の諸元［神田ほか(2006)］

今回の地震 37.3° 141.6° 25km 7.4

1938年塩屋崎沖地震(Ev.1～4)の断層面と
Ev.4のすべり分布［植竹ほか(2006)］

今回の地震 Ev.4

1938年塩屋崎沖地震(Ev.4) と
今回の地震の震度分布

1938年塩屋崎沖地震Ev.4
［神田ほか(2006)］

今回の地震

神田克久、武村雅之、八代和彦、植竹富一、加藤研一(2006)、第12回日本地震工学シン
ポジウム、0029、222-225

植竹富一、金谷淳二、土方勝一郎、加藤研一、中村操(2006)、第12回日本地震工学シン
ポジウム、0069、382-385



2016/11/22 福島県沖の地震(MJ7.4) 地震波形（K-NET、KiK-net） 2016年11月24日速報 小堀鐸二研究所 5

震源近傍の加速度分布

NS

EW

加速度波形

擬似速度応答スペクトル

地盤増幅

 K-NET、KiK-netのうち、地表の最大加速度が大きい3地点  KiK-netいわき東(FKSH14)
 K-NET葛尾(FKS006)
 K-NET広野(FKS010)



2016/11/22 福島県沖の地震(MJ7.4) 首都圏の震度分布の比較

【2011東北地方太平洋沖地震】
東京23区内・横浜市内：5弱~5強、千葉：5強

【2016/11/22 福島県沖の地震】
東京23区内・横浜市内：震度3

2016年11月24日速報 小堀鐸二研究所 6



地震・地震動
福島県沖で発生した気象庁マグニチュードM7.4、
深さ25kmの地震
最大震度はいわき東で5強、その他多地点で5弱を観測

2011年東北地方太平洋沖地震の余震であり、
余震としては最大の津波を観測

陸のプレートの地殻内で起きた活断層的な地震

最大加速度の距離減衰特性は過去の地震の平均レベル

首都圏はおおむね震度3であり、3.11本震と比較すると
震度差は2

2016/11/22 福島県沖の地震(MJ7.4) まとめ 2016年11月24日速報 小堀鐸二研究所 7
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